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６
月
５
日
㈰
、
新
庄
村
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
対
策
も
あ

り
消
防
団
と
役
場
職
員
に
よ
る
小
規
模

な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
大
雨

に
よ
る
村
内
５
箇
所
の
土
砂
災
害
被
害

発
生
を
想
定
し
、
防
災
無
線
に
よ
る
伝

達
訓
練
、
避
難
所
の
運
営
準
備
の
訓
練

他
に
、
職
員
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
撮
影
の

訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
に

は
消
防
団
、
村
職
員
総
勢
85
名
の
方

に
ご
協
力
い
だ
き
ま
し
た
。

　

９
時
の
告
知
放
送
に
よ
り
、
役
場

職
員
・
消
防
団
幹
部
を
招
集
訓
練
し
、

そ
の
後
各
部
消
防
団
員
の
招
集
、
管

内
見
回
り
、
災
害
箇
所
か
ら
対
策
本

部
へ
の
被
害
状
況
の
伝
達
、
職
員
が

現
地
へ
出
向
き
、
本
部
へ
確
認
の
連

絡
な
ど
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
実
際

に
無
線
が
届
か
な
い
場
所
の
確
認
が

で
き
、
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

災
害
は
い
つ
お
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
万
が
一
に
備
え
日
頃
の
準
備

を
万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

春　の　叙　勲

勲
章
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

岡 

伸
之
さ
ん
は
、
平
成
24
年

に
新
庄
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職

さ
れ
、
そ
の
後
新
庄
村
教
育
長
を

５
年
間
務
め
ら
れ
、
村
の
教
育
振

興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
の
分
野
に
お
け
る
長
年
の

ご
労
苦
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
な
お

一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

�

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）

に
勲
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

叙
勲
を
受
け
て
、「
家
族
を
は

じ
め
消
防
団
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

暖
か
く
支
え
ら
れ
て
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
叙
勲
を
受
け
ら

れ
た
の
は
、
家
族
や
皆
様
の
お
か

げ
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
消
防
団
の
一
層
の
活
躍

を
願
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

新
庄
中
学
校
長
や
新
庄
村
教
育

長
な
ど
を
務
め
、教
育
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
岡 

伸
之
さ
ん（
真
庭
市

平
松
・
70
歳
）が
、春
の
叙
勲「
瑞
宝

双
光
章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
を
５
月
30
日
に
新
庄
村

公
民
館
で

行
い
、
石

倉
教
育
長

か
ら
岡
伸

之
さ
ん
へ

表
彰
状
と

　

新
庄
村
消
防
団
に
40
年
間
在
籍

し
団
長
を
２
期
務
め
た
石
藤
勝
美

さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
消
防
功
労
叙

勲
（
瑞
寶
單
光
章
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
伝
達
式
が
５
月
31
日
、

創
生
セ
ン

タ
ー
会
議

室
で
行
わ

れ
、
小
倉

村
長
か
ら

石
藤
さ
ん

新
庄
村
前
教
育
長

　
岡
　 

伸
之
さ
ん

新
庄
村
消
防
団
元
団
長

　
石
藤 

勝
美
さ
ん

「
瑞
宝
双
光
章
」を
受
章

「
瑞
宝
単
光
章
」を
受
章

総
合
防
災
訓
練
実
施
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ふる里づくり基金事業
令和３年度の状況をお知らせします

令和３年度の寄附総額は次のとおりです。

また、本基金を次の事業に役立てています。

事業分野 令和3年度
件数 金額

①教育振興と子育て環境の整備に関する事業 357件 7,472,000円
②ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業 157件 3,855,000円
③福祉の村づくりに関する事業 50件 1,078,000円
④新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業 36件 747,000円
⑤環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業 85件 1,433,000円
　その他指定なし　 339件 8,671,000円

合計 1,024件 23,256,000円
�

事業分野 令和3年度 事業内容 令和3年度
取崩額

①教育振興と子育て環境の整備に関する事業 小中一貫校教育整備 6,931,000円

②ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業 大山隠岐国立公園の管理経費、
貴重動植物生息地域等の保護活動 8,005,000円

③福祉の村づくりに関する事業 社会福祉協議会補助金 1,664,000円
④新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と
　保護に関する事業 出雲街道及びがいせん桜景観保存 589,000円

⑤環境保全型農業の推進、 特産品の開発に
　関する事業 有機栽培事業補助金 1,130,000円

合計 18,319,000円
�

　
新
庄
村
で
は
、８
月
18
日
㈭
に
集
団

接
種
、
以
降
順
次
個
別
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
４
回
目
接
種
に
よ
り
、
高

い
重
症
化
予
防
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

　

３
回
目
接
種
か
ら
５
か
月
が
経
過

し
た
方
の
う
ち
、

・
60
歳
以
上
の
方

・
18
〜
59
歳
で
基
礎
疾
患
が
あ
る
方

・
そ
の
他
医
師
が
重
症
化
リ
ス
ク
が

　

高
い
と
認
め
た
方

●
接
種
券
発
送
に
つ
い
て

・
60
歳
以
上
の
３
回
目
接
種
を
受
け

ら
れ
た
方
に
は
、
全
員
に
接
種
券

を
郵
送
し
ま
す
。（
７
月
上
旬
頃
）

・
18
〜
59
歳
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方

は
、
接
種
希
望
者
に
限
り
接
種
券
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
住

民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
３
回
目
ま
で
の
接
種
も
引
き
続
き
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
・
有
吉
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

４
回
目
接
種
に
つ
い
て

これまでの事業実施により、令和３年度末で基金残高は、
8,552,358円となっています。
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の
保
安
林
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
美

作
県
民
局
に
伐
採
許
可
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
提
出
期
限
は
下
記
の
と
お

り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限 

： 

年
４
回
（
２
月
、
６

月
、
９
月
、
12
月
）
の
１
日
か
ら
30

日
以
内
の
受
付
期
間
中
し
か
申
請
で

き
ま
せ
ん
。

◆
択
伐
を
す
る
場
合

　
「
択
伐
」
と
は
、
抜
き
伐
り
す
る

場
合
に
行
う
行
為
で
す
。

　

択
伐
は
、
保
安
林
ご
と
に
指
定
施

業
要
件
が
異
な
り
伐
採
で
き
る
率

（
伐
採
率
）
が
違
う
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

　

択
伐
を
行
う
際
の
手
続
き
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

【
１
】　
伐
採
し
よ
う
と
す
る
保
安
林

が
天
然
林
の
場
合
は
、
伐
採
開
始

日
の
30
日
前
ま
で
に
、
新
庄
村
へ

伐
採
許
可
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

【
２
】　
伐
採
し
よ
う
と
す
る
保
安
林

が
人
工
林
の
場
合
は
、
伐
採
開
始

日
の
90
〜
20
日
前
ま
で
に
、
新
庄

村
へ
択
伐
届
出
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

◆
間
伐
を
す
る
場
合

　

間
伐
に
つ
い
て
も
、
保
安
林
ご
と

に
指
定
施
業
要
件
が
異
な
り
伐
採
で

き
る
率
（
伐
採
率
）
が
違
う
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

　

間
伐
を
行
う
際
の
手
続
き
は
、
伐

採
開
始
日
か
ら
90
〜
20
日
前
ま
で
に
、

新
庄
村
に
間
伐
届
出
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
建
設
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
産
業
建
設
課
・
池
田
）

　

５
月
29
日
、
毛
無
山
９
合
目
と
山

頂
に
お
い
て
、
毛
無
山
山
頂
祭
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向

を
鑑
み
、
関
係
者
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

９
合
目
・
山
頂
と
も
に
田
浪
地
区

で
な
わ
れ
た
し
め
縄
を
飾
り
、
丸
山

大
師
講
代
表
安
藤
氏
の
先
導
の
も
と
、

読
経
を
行
い
ま
し
た
。

　

読
経
の
後
に
は
、登
山
者
の
安
全
・

豊
水
祈
願
・
さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
や
世
界
平

和
に
つ
い
て
祈
願
を
し
、
祭
事
の
結

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
で
、
山
頂
か
ら
の
見

晴
ら
し
が
よ
く
、
清
々
し
い
風
も
吹

い
て
お
り
、
絶
好
の
登
山
日
和
で
し

た
。
早
朝
か
ら
登
山
を
楽
し
ま
れ
て

い
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
登
山

者
に
は
丸
山
大
師
講
よ
り
祈
念
を
し

た
お
札
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
安
心
し
て
登
山
者
や
村

民
の
皆
様
と
共
有
で
き
る
祭
事
が
執

り
行
わ
れ
る
よ
う
、願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
・
岩
佐
）

　

保
安
林
と
は
、
水
源
の
涵
養
・
土

砂
の
流
出
の
防
止
・
風
害
や
干
害
の

防
止
な
ど
様
々
な
公
益
目
的
の
達
成

の
た
め
に
指
定
さ
れ
た
重
要
な
森
林

で
あ
る
た
め
、
立
木
の
伐
採
を
行
う

に
は
届
け
出
ま
た
は
許
可
を
受
け
る

た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
立
木
の
伐
採
を
行
う
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
安
林
ご
と
に
「
指
定

施
業
要
件
」（
伐
採
の
方
法
や
伐
採
で

き
る
面
積
な
ど
を
決
め
て
い
る
要
件
）

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

◆
皆
伐
を
す
る
場
合

　
「
皆
伐
」
と
は
指
定
施
業
要
件
で

定
め
ら
れ
て
い
る
伐
採
限
度
内
の
面

積
を
伐
採
す
る
こ
と
で
、
主
伐
の
一

種
で
す
。

　

皆
伐
を
行
う
際
の
手
続
き
は
、
そ

保
安
林
内
で
立
木
を
伐
採
す
る

際
の
手
続
き
に
つ
い
て

保
安
林
の
制
限
に
つ
い
て

保
安
林
内
で
立
木
を
伐
採

す
る
と
き
は
届
け
出
や
許
可
が

必
要
で
す

毛
無
山
山
頂
祭
事
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お問い合わせ先
●村県民税、固定資産税、軽自動車税、情報基盤施設利用料
●国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料
●住宅使用料、水道使用料、下水道使用料（浄化槽を含む）

総務企画課 0867 56 2627
住民福祉課 0867 56 2646
産業建設課 0867 56 2628

便利 確実 簡単

口座振替

申し込み場所
● 新庄村役場  ● 新庄郵便局  ● 晴れの国岡山農業協同組合美甘支店

備え付けの「口座振替依頼書」に必要事項をご記入・押印の上、提出してください。

● ゆうちょ銀行　● 晴れの国岡山農業協同組合

申し込み方法

口座振替ができる金融機関

※通帳、金融機関届出印、納入通知書等をお持ちください。

　

５
月
23
日
㈪
、
今
年
も
新
庄
小
学

校
３
年
生
４
年
生
14
名
が
合
鴨
農
法

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
坂
本
茂
樹

さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
た
進
水
式

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
か
ら
ア
イ
ガ
モ
が
虫
や

草
を
食
べ
て
農
薬
が
い
ら
な
い
農
法

で
あ
る
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
生
徒

に
１
羽
ず
つ
手
渡
し
さ
れ
た
後
、
雛

を
水
田
に
放
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は

怖
が
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
も
す
ぐ
に

な
れ
て
楽
し
そ
う
に
雛
と
ふ
れ
あ
っ

て
い
ま
し
た
。

アイ
ガ
モ
進
水
式
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北
海
道
・
東
北
・
関
東
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
の
全
国
７
地
域

の
そ
れ
ぞ
れ
一
番
人
口
の
少
な
い
村

が
一
堂
に
会
し
、
情
報
交
換
し
、
発

信
す
る
の
が
「
小
さ
な
村
ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
」
で
す
。

　
今
月
は
福
島
県
檜
枝
岐
村
の
紹
介

で
す
。檜
枝
岐
村
は
福
島
県
の
西
南

端
に
位
置
し
て
お
り
、村
南
部
に
は

尾
瀬
国
立
公
園
が
あ
り
ま
す
。昭
和

48
年
に
温
泉
が
湧
出
し
、
昭
和
50

年
に
は
村

内
各
家
庭

に
温
泉
が

給
湯
さ
れ
、

尾
瀬
の
自

然
と
温
泉

を
結
ん
だ

観
光
立
村

と
し
て
、

地
域
資
源

や
特
色
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
を
さ

れ
て
い
ま
す
。役
場
所
在
地
の
標
高
は

９
３
９
ｍ
、東
北
最
高
峰
の
燧
ケ
岳
や

会
津
駒
ヶ
岳
な
ど
２
，０
０
０
ｍ
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
山
村
で
す
。

　
今
後
も
加
盟
自
治
体
の
紹
介
な
ど

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
お
楽
し

み
に
。�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

小
さ
な
村

ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

福
島
県
檜ひ

の

枝え

岐ま
た

村む
ら

檜枝岐村

　
５
月
31
日
㈫
に
美
作
市
に
あ
る
、
㈱

英
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
の
「
ア

イ
ア
ク
セ
ル
」
の
体
験
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

踏
み
間
違
え
に
よ
る
事
故
は
年
間

で
約
７
千
件
起
き
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
体
験
会
で
は
「
ア
イ
ア
ク
セ
ル
」

が
通
常
使
用
に
お
い
て
支
障
が
な
い

こ
と
や
踏
み
間
違
い
が
起
き
た
際
に

は
安
全
に
停

止
で
き
る
こ

と
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま

し
た
。
参
加

者
の
方
は

「
自
分
の
車

に
つ
け
た
い
。」
や
「
親
に
勧
め
た

い
。」
と
い
っ
た
感
想
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

踏
み
間
違
い
事
故
だ
け
で
な
く
交

通
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

�

（
総
務
企
画
課
・
髙
橋
）

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
体
験
会

を
開
催
し
ま
し
た
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新
庄
村
で
は
、
令
和
２
年
２
月

に
発
見
さ
れ
た「
中
ノ
谷
横
穴
墓
」

の
発
掘
調
査
を
、
岡
山
県
古
代
吉

備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
、
５
月
９
日
か
ら
27
日
ま
で
行

い
ま
し
た
。

　
「
横
穴
墓
」
は
、
山
の
斜
面
に

横
か
ら
穴
を
掘
り
、
亡
く
な
っ
た

人
を
収
め
る
部
屋
と
し
た
墓
の
こ

と
で
、
古
墳
時
代
の
終
期
に
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
山
陰
地
方
に
は
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
岡
山
県
で
は
珍

し
く
、
新
庄
村
で
は
初
め
て
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
で
は
、
墓
の
入
口
付
近
の

地
山
が
見
え
る
ま
で
、
表
土
を
丁

寧
に
手
掘
り
で
取
り
除
き
、
遺
体

を
収
め
る
玄
室
に
続
く
墓
道
の
跡

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
年
前
の
発
見
時
に
、
玄
室
内

か
ら
人
骨
や
須
恵
器
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で

も
鉄
の
刀
や
須
恵
器
な
ど
が
新
た

に
出
土
し
て
お
り
、
７
世
紀
頃
の

も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

墓
の
形
や
亡
く
な
っ
た
人
を
葬

る
方
法
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出

雲
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
発
掘
調
査
の
状
況
を

見
て
い
た
だ
き
た
く
、
５
月
23
日
に

小
中
学
生
、
27
日
に
村
民
向
け
の
見

学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
岡
山
県
古

代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方

か
ら
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
発
掘

さ
れ
た
玄
室
内
や
出
土
品
を
見
て
熱

心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
横
穴
墓
の
形
や
大
き
さ

を
記
録
し
、
人
骨
や
供
え
ら
れ
た
土

器
な
ど
を
詳
細
に
調
べ
、
調
査
報

告
書
を
作
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。

�

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）

 
埋
蔵
文
化
財

「
中
ノ
谷
横
穴
墓
」発
掘
調
査

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
で
は
、
今

年
度
よ
り
毎
月
第
３
火
曜
日
の
午
後

か
ら
森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
散
策
会
は
10

月
ま
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

新
庄
村
民
は
無
料
で
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
散
策
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー

協
議
会
（
０
８
６
７
―
４
４
―
１
３

３
０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
・
岩
佐
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策
会

『
森
林
セ
ラ
ピ
ー
』と
は
…
自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
・
免
疫
機
能
を
高

め
る
・
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
を
も
た
ら
す
な
ど
、
科
学
的

に
効
果
が
解
明
さ
れ
た
森
林
浴
の
こ
と

で
、
県
内
で
は
唯
一
、
新
庄
村
が
森
林

セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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夏
場
に
多
発
し
て
い
る
海
の
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
毎
年
、

７
月
16
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
16

日
間
を
「
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
期
間
と
し
て
「
海
難
ゼ
ロ

へ
の
願
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
官
民

一
体
と
な
っ
た
海
難
防
止
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
重
点
事
項
】

　

自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
た
め
の

３
つ
の
基
本
プ
ラ
ス

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

（
海
に
浮
く
こ
と
）

②
連
絡
手
段
の
確
保
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
防
水
ケ
ー

ス
に
入
れ
て
持
つ
こ
と
）

③
海
の
緊
急
電
話
１
１
８
番

（
救
助
要
請
を
す
る
こ
と
）
＋ 

家

族
等
へ
帰
港
・
帰
宅
予
定
時
刻
を

伝
え
る
（
捜
索
救
助
の
早
期
行
動

に
つ
な
が
る
）

　

今
年
は
、
令
和
４
年
７
月
16
日
㈯

〜
７
月
31
日
㈰
ま
で

　
　
　
　

海
難
防
止
強
調
運
動

　
　
　
　

玉
野
地
区
推
進
連
絡
会
議

●
問
い
合
わ
せ
先

　

玉
野
海
上
保
安
部　

交
通
課

　
℡
０
８
６
３

―
３
２

―
３
５
８
９

※
海
難
防
止
強
調
運
動
玉
野
地
区
推
進

連
絡
会
議
と
は
、
岡
山
県
東
部
地

区
に
あ
る
海
事
関
係
の
会
社
、
漁
協

等
及
び
国
、
県
等
の
行
政
機
関
で

構
成
さ
れ
る
岡
山
県
東
部
地
区
の

海
難
防
止
を
推
進
す
る
団
体
で
す
。

●
と
き　
７
月
１
日
〜
12
月
28
日

●
場
所　
新
庄
村
歯
科
診
療
所

●
検
査
内
容　
歯
科
検
診

●
費
用　
無
料

【
お
願
い
】

①
新
庄
村
に
住
民
票
の
あ
る
方
が
対

象
で
す
。

②
受
診
の
際
、
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

③
必
ず
予
約
し
て
か
ら
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
村
歯
科
診
療
所

　

℡
０
８
６
７

―

５
６

―

３
０
５
６

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）

　
歯
周
病
は
早
産
や
糖
尿
病
な
ど
と
関

連
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
最

近
の
話
題
で
は
「
歯
ぐ
き
の
腫
れ
」
と

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
重
症
度
」に

も
関
連
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
庄
村
で
は
歯
周
病
健
診
と
し
て
妊

婦
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
健
診
（
妊
婦
と
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
歯
周
病
健
診
）
と
歯
科

節
目
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
節
目
検
診
は
、
特
に
歯
周
病
が

進
行
し
や
す
い
と
さ
れ
る
30
才
以
上
の

方
の
節
目
年
齢
で
あ
る
満
30
才・40
才
・

50
才
・
60
才
・
70
才
の
方
を
対
象
に
歯

周
病
の
健
診
を
行
う
も
の
で
す
。

　
歯
周
病
は
、国
民
の
７
割
が
か
か
っ

て
い
る
病
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
覚
症
状

が
出
に
く
く
自
分
で

気
づ
き
に
く
い
病
気

で
す
。
進
行
す
る
と

歯
を
失
う
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
自
分
の
歯
で
食
べ

ら
れ
る
よ
う
、
定
期
的
に
歯
科
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）

　
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や

ま
」
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
生
活
支
援

を
目
的
と
し
て
、悩
み
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
電
話
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
）

●
相
談
内
容　

　

労
働
、
福
祉
、
債
務
、
法
律
、
生

　

活
相
談
な
ど

※
な
お
、
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の

　

場
合
は
、
費
用
が
必
要
で
す
。

●
相
談
日

　

月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
日
は
除
く
）

海
の
事
故

ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

歯
周
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

歯
科
検
診
の
お
知
ら
せ

悩
み
ご
と
無
料
相
談
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●
場
所

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や

ま
（
津
山
市
山
下
92
―
１
・
津
山

圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
０
８
６
８

―

３
５

―

２
４
３
３

　

７
月
の
年
金
相
談
日
で
す
。

●
日
時

　

▼
７
月
14
日
㈭

　
　
［
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
］

　

▼
７
月
28
日
㈭

　
　
［
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
］

●
場
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

●
予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８―

３
１―

２
３
６
０

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

年
金
相
談●平和や戦争についての絵本を

　展示しています
　2022年２月24日㈭、ロシアによるウクラ
イナへの軍事攻撃が始まり、多くの方々が
犠牲となっています。日々報道される惨状
に、心を痛めている方も多いのではないで
しょうか。
　新庄村公民館図書室では現在、ウクライ
ナやロシアの絵本、平和や戦争を題材にし
た絵本を選書し展示をしています。展示
コーナーには、雪の中でおじいさんが落と
した手袋の中に動物たちが次々と集まって
くる様子をユニークに描いたウクライナの
民話『てぶくろ』や、「うんとこしょ どっ
こいしょ」と掛け声を掛けながら、みんな
でカブを引っ張る様子が描かれた親しみの
深いロシアの昔話『おおきなかぶ』、他に
も平和や戦争をテーマにした『へいわって
どんなこと？』『へいわとせんそう』『しあ
わせなときの地図』などの絵本を展示して
います。たくさんの方々に読んでいただき、
平和や戦争について考えるきっかけになる
ことを願っています。

●絵本の読み聞かせ会
　７月の風の子文庫さんによる、絵本の読
みきかせ会の日程をお知らせします。

【開催日時】

　７月６日㈬  15時〜16時
　７月13日㈬  15時〜16時
　７月20日㈬  15時〜16時
　７月27日㈬  15時〜16時

【開催場所】

　新庄村公民館　児童図書室
　天候や行事等でお休みになる場合があり
ますので、ご不明な場合は、お気軽にお問
い合わせください。

(公民館図書室・多久間)

公民館図書室だより

工事等入札結果
（指名競争入札）

入札日 事業名 業者名
落札価格

（契約金額）
※単位：千円

工期

令和４年
６月３日

新庄小・
中学校ト
イレ改修
工事

㈲オオタ
電業

5,800
（6,380）

令和4年
8月31日

�
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今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

●

坂
上
る
自
転
車
の
子
へ
若
葉
風
　�

金
盛
　
啓
子

●

灰
汁
を
抜
く
筍
飯
の
プ
ロ
ロ
ー
グ�

三
鴨
　
浩
子

●

稚
児
百
合
の
あ
ま
た
の
下
に
横
穴
墓�

田
中
　
艸
林

●

独
活（
う
ど
）の
香
や
料
理
上
手
の
母
偲�

大
月
　
幸
子

�

（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

4月期の交通事故発生状況

区　分 村内 真庭市内
4月期 本年の累計 4月期 本年の累計

事
故

件数 １ 2 件 5 20 件
死者 0 0 人 1 2 人
重傷 0 0 人 0 2 人
軽傷 １ 2 人 5 20 人

� （総務企画課・髙橋） 　

戸
籍
の
動
き

�

令
和
４
年
5
月
受
付
分

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に
つ
い

て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

（
住
民
福
祉
課
・
森
元
）

6
月
の
納
税

　
■
村
県
民
税　
（
１
期
）

　
■
国
保
税　
　
（
１
期
）

　
■
介
護
保
険
料（
１
期
）

�

納
期
限
▼
6
月
30
日
㈭

今
月
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
食
中
毒
の
予
防
方
法
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

暑
く
て
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
時
期
は
食

中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
冬
場
に
多

く
見
ら
れ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

「
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
」
と
違
い
、
こ

の
時
期
は
「
細
菌
性
食
中
毒
」
が
あ
り

ま
す
。

●
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

　

十
分
加
熱
処
理
の
行
わ
れ
て
い
な
い

卵
・
肉
・
魚
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
乾
燥
に
強
く
熱
に
弱
い
特
性
が

あ
り
ま
す
。

（
食
後
６
時
間
〜
48
時
間

　

吐
き
気
・
腹
痛
・
下
痢
・
発
熱
な
ど
）

●
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

　

お
に
ぎ
り
・
お
弁
当
・
巻
き
寿
司
・

調
理
パ
ン
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
人
の
皮
膚
や
口
の
中
に
い
る
菌
で

す
。
加
熱
し
た
後
に
手
作
業
を
す
る
食

べ
物
が
原
因
で
す
。
毒
素
が
強
い
た
め

加
熱
し
て
も
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

（
食
後
30
分
〜
６
時
間

　

吐
き
気
や
腹
痛
な
ど
）

　
1 . 

細
菌
を
つ
け
な
い

　

手
や
ま
な
板
な
ど
の
調
理
器
具
に
つ

い
て
い
る
細
菌
を
食
品
に
付
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
調
理
器
具
は
洗
っ

た
後
に
熱
湯
を
か
け
る
と
殺
菌
効
果
が

高
ま
り
ま
す
。

2 .

細
菌
を
移
さ
な
い

　

生
肉
や
生
魚
な
ど
切
る
時
は
、
ま
な

板
を
分
け
ま
し
ょ
う
。
も
し
く
は
、
食

材
が
変
わ
る
ご
と
に
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。

3 .

細
菌
を
増
や
さ
な
い

　

細
菌
は
10
℃
以
下
、
60
℃
以
上
で
増

殖
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
長
期
保
存
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

4 .

細
菌
を
や
っつ
け
る

　

食
品
は
75
℃
で
１
分
以
上
、
中
心
部

ま
で
よ
く
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。特
に
肉
・

魚
・
卵
類
は
中
心
ま
で
十
分
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

（
住
民
福
祉
課
・
藤
田
）

お
元
気
で
す
か
？

食
中
毒
を

防
ぐ
に
は

10



2022年6月

日々の活動をお知らせします!新
庄
村

地域おこし
協力隊

　

人
口
規
模
が
似
た
自
治
体
同
士
で

運
動
し
た
人
の
割
合
を
競
う
笹
川
ス

ポ
ー
ツ
財
団
主
催
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
２
２
」
が
５
月
25
日
㈬
、
全
国
一

斉
に
開
か
れ
ま
し
た
。
17
回
目
の
参
加

と
な
っ
た
新
庄
村
は
、
岩
手
県
葛
巻
町

と
熊
本
県
山
江
村
と
の
三
つ
巴
で
の
対

戦
で
し
た
。
参
加
総
数
は
村
外
の
方
も

含
め
て
６
７
０
名（
人
口
比
76
・
７
％
）

と
全
国
的
に
見
て
も
好
成
績
で
し
た
が
、

参
加
総
数
４
４
９
２
人（
同
78
・
２
％
）

の
葛
巻
町
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

（
山
江
村
の
参
加
総
数
は
２
０
２
０
人
、

人
口
比
60
・
４
％
で
し
た
）

　

当
日
は
「
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を

皮
切
り
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
。

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
が
各
地
区
を
歩

か
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
「
村
長
杯
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
は
村
外
の
方
を
含

め
、
１
０
０
名
近
く
の
愛
好
家
の
方
々

が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
村
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
も
盛
り
上

が
り
、
各
々
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
や
児
童
生

徒
、
保
護
者
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
の
方
々
も
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
、
思
い
思
い
に
運
動
す
る

こ
と
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
て
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ

日
和
と
な
っ
た
だ
け
に
、
各
会
場
を
巡

る
と
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
は
つ
ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
や
、
さ
わ
や
か
な

笑
顔
の
数
々
と
出
会
い
ま
し
た
。
村

内
の
参
加
率
の
上
位
地
区
は
、
二
つ

橋
（
92
％
）、
滝
の
尻
（
90
％
）、
田
井

（
77
・
8
％
）
で
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
２
２
。
村
民
の

皆
さ
ま
に
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
に
親
し
ん

で
い
た
だ
き
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
体
を
動
か
す
こ

と
の
醍
醐
味
を
再
認
識
す
る
機
会
と

な
っ
た
の
な
ら
ば
幸
い
で
す
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
準
備
や

開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
・
川
端
）

村暮らしを始め、５月で１年でした！ 宿のお客様

だけでなく、村の方々とも仲良しが増え、嬉しい

限りです。そんな今の自分に何ができるのか、見

極めていきたい初夏ですね。

観光（宿泊）

青
あお

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

夏のサウナプランの撮影やイベントのお手伝いな

ど、いつもと違った内容の多い１か月。最近は、

宿のお客様宛のお手紙を準備やインターネットサ

イトの整備を行っています。

観光（宿泊）

沖
おき

津
つ

 美
み

邑
ゆ

２年目の田植えをやっと終えましたがひと段落つ

く間は無し！収穫に向け次の作業に入る皆さんの

姿を見ると、私も気合いが入ります。さぁ今日も

作業に取り掛かろう〜！

農業

関
せき

根
ね

 龍一

初制作として野鳥観察用の鳥かごを作成させてい

ただきました。うまくいかなくて悩むことがいっ

ぱいですが、全てが勉強になるので楽しく乗り越

えていきたいです。

産業（林産資源活用）

河
かわ

田
だ

 達
たつ

希
き

りゅういち

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
２
２
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ま
っ
す
ぐ
植
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
よ
り
新
庄
村
農
作
業
受
託
組

合
の
事
務
が
、
農
協
か
ら
農
業
公
社

に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
料
金
等
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
相
談
下
さ
い
。
利
用

の
際
は
、
申
込
用
紙
に
記
入
を
お
願

い
致
し
ま
す
。（
申
込
用
紙
は
農
業

公
社
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。）

　
今
年
も
梨
瀬
地
区
の
圃
場
に
白
ネ

ギ
を
栽
培
し
ま
す
。
荒
お
こ
し
の
合

間
に
、
白
ネ
ギ
の
定
植
を
行
い
ま
し

た
。
す
く
も
、
肥
料
、
堆
肥
等
を
散

布
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
の
先
生
と
一
緒
に
白
ネ
ギ

道
場
（
栽
培
講
習
会
）
を
行
う
の
で
、

去
年
よ
り
良
い
も
の
が
出
来
る
よ
う

に
、
管
理
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
田
植
え
の
後
に
、
大
原
地
区
と
梨

瀬
地
区
に
大
豆
の
播
種
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
大
豆
の
圃
場
面
積
が
増

え
た
の
で
、収
量
が
増
え
る
予
定
で
す
。

　

白
ネ
ギ
も
大
豆
も
、
昨
年
よ
り

タ
ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。
田
浪
地
区

は
、
４
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
管

理
を
し
て
お
り
、
荒
お
こ
し
、
代
か

き
、
田
植
え
…
作
業
が
な
か
な
か
終

わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

1
人
増
え
る
だ
け
で
な
ん
と
も
ス

ム
ー
ズ
！ 

作
業
が
進
む
！ 
代
か
き

と
並
行
し
て
、
田
植
え
を
行
い
、
5

月
25
日
に
は
、
す
べ
て
の
圃
場
の
田

植
え
を
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
！
6
月
か
ら
は
、
草
と
の
戦
い
に

な
り
そ
う
で
す
。
作
業
中
で
も
声
を

か
け
て
頂
け
た
ら
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

（
上
総
さ
ん
は
5
月
末
日
ま
で
、
農

業
公
社
で
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。）

　
今
年
は
農
地
の
面
積
が
増
え
ま
し

た
が
、
5
月
は
、
む
ら
づ
く
り
新
庄

村
の
「
新
庄
村
地
域
人
事
業
協
同
組

合
」
か
ら
、
上
総
広
紀
さ
ん
が
従
事

し
て
く
だ
さ
り
、
幸
先
の
良
い
ス

田
植
え
が

終
わ
り
ま
し
た
！

白
ネ
ギ
の
定
植
、

大
豆
の
播
種
も
完
了

お
知
ら
せ

みなさんお世話になります。一般社団法人新庄村農業公社です。
2度目の春を迎えました。農繁期に入り、公社も大忙しです。
今年は昨年の反省をいかし、さらにパワーアップしていきたいです！

一
般
社
団
法
人

新
庄
村
農
業
公
社

４
５—

４
５
０
７

ご
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
ご
連
絡
下
さ
い
。
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理想の
福祉を目指して

【
5
月
の
活
動
】

25
日
　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

�

（
花
苗
植
11
名
）

　
今
年
度
の
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
・
女
性
部
役
員
と
の
合
同

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
第
１
回
目
と
し
て
、
５
月
25
日

に
多
目
的
福
祉
施
設
六
角
堂
前
花

壇
で
花
の
苗
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
作
業
で
、
女
性
が
不
得

意
と
す
る
作
業
を
男
性
陣
に
担
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
、
全
て
の

作
業
が
瞬
く
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
日
々
草
・
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・
マ
リ
ー

転
が
し
ま
す
。
力
加
減
に
よ
っ
て

は
ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
逃
げ
た
り
、

穴
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の

で
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

  　

毎
年
、
年
二
回
行
っ
て
お
り
ま

す
寝
具
等
丸
洗
い
乾
燥
事
業
の
一

回
目
を
７
月
6
日
に
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
は
新
庄
村
に
住
所
を
有
す

る
左
記
の
方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方

・
要
介
護
状
態
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

保
持
者
で
、
日
常
的
に
介
護
を

必
要
と
す
る
方
等
で
す
。

　

対
象
者
一
人
に
つ
き
一
回
あ
た

り
８
，０
０
０
円
ま
で
の
助
成
が

あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
締
め
切
り

　

令
和
４
年
６
月
29
日
㈬

　

詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

体
操
の
後
に
は
、
自
然
に
拍
手
が
お

こ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
全
員
で
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
笑

顔
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
感
染
症
予
防
に
努

め
、「
健
康
長
寿
」
に
つ
な
が
る

よ
う
、
色
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

大
き
な
布
の
真

ん
中
に
空
い
た

穴
に
、
ボ
ー
ル

が
落
ち
な
い
よ

う
に
参
加
者
全

員
で
力
を
合
わ

せ
て
ボ
ー
ル
を

ゴ
ー
ル
ド
と
、
色
と
り
ど
り
の
花
苗

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
日

差
し
に
負
け
ず
か
わ
い
ら
し
い
花
を

咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

　

５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も

参
加
し
、
利
用
者
と
職
員
で
筋
力

ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
足
首
の
運
動

や
、
机
な
ど
を
持
っ
て
で
き
る
ス
ク

ワ
ッ
ト
、
２
分
間
足
踏
み
な
ど
休
憩

を
は
さ
み
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
い

つ
も
行
っ
て
い
る
体
操
と
は
違
う
動

作
に
も
、「
こ
れ
な
ら
座
っ
た
ま
ま

で
も
出
来
る
し
、
家
で
も
で
き
る

な
ぁ
」
や
「
ま
だ
ま
だ
で
き
る
で
」

な
ど
、
意
欲
的
に
利
用
者
、
職
員
が

一
緒
に
な
り
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

５
６—

２
０
０
１

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

活
動
紹
介

さ
く
ら
の
里
の
活
動

寝
具
等

丸
洗
い
乾
燥
事
業

緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
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小中学
校だより

小学校より

学校運営協議会より

中学校より

　5月24日㈫、新庄村学校運営協議会を行いました。
　会長・副会長を選出し、小中学校の新年度の様子
についての報告がされた後、協議に入りました。
　今回は、子どもたちの「コミュニケーションの力」を高めるために、これまでがんばってきた「あ
いさつをしっかりしよう」を基盤にしながら、地域・家庭・学校でできそうな取組について考えを
出し合いました。

【コミュニケーション力を高めるために】
・地域では…学校に足を運んで、子どもたちの様子を見たり、関わりをもったりしよう
・家庭では…子どもに話をさせ、大人がしっかり聞くようにしよう
・学校では…話し合いの場面を多くつくろう　他校との交流にも力を入れよう　　
　地域と家庭と学校で協働して、子どもたちのコミュニケーション力を高めていきましょう。
� （新庄小学校・熊谷）　 

　5月17日㈫、全校で田植え体験をしました。
　ボランティアの方に苗の植え方を教えていただい
た後、田んぼに入りました。「わぁ、水が冷たくて
気持ちいい！」「土が軟らかくて足が動かん！」と大騒ぎでした。上級生は、去年までの体験を思い
出して上手に植えていました。１・２年生も、上級生に植え方を教わりながら丁寧に植えました。田
んぼを管理してくださる農業公社のみなさん、植え方を教えてくださったボランティアのみなさん、
ありがとうございました。
　5月23日㈪には、３・４年生が坂本茂樹さんの田んぼで、アイガモの見学をさせていただきました。可愛
らしいアイガモが米作りに役立っているお話を聞いたり、アイガモを放す体験をしたりすることができ
ました。� （新庄小学校・熊谷）　

コミュニケーション力アップ大作戦

新庄のよさを知ろう・考えよう

わらび採り・フラワー大作戦

　５月９日㈪に「わらび採り」を総合運動公園周辺で行いま
した。環境委員会が企画・運営をしました。　生徒たちは晴
天の下で友達と楽しくわらび採りができました。今年度も落
ちていたゴミを拾う生徒がいました。そして、中学校に帰る
途中もゴミを拾っていました。本当に素晴らしい生徒たちです。
　５月30日㈪に「フラワー大作戦」を行いました。環境委員
会が中心になって、鉢への土入れ・花の植え替え・鉢運びを
しました。また、プランターをフェンスにかけるのに苦労し
ましたが、協力してできました。花が萎れないように生徒が
分担して水やりを行います。フラワーロードを歩く人の心が
和やかになれば嬉しいです。� （新庄中学校・小川） 
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